
社会学委員会（第 26期・第１回） 

議事要旨 

 

日 時：令和５年 10月４日（水）10：00～12：00 

場 所：日本学術会議１階自販機横及びオンラインのハイブリッド開催 

出席者：阿部彩、岩井紀子、◎白波瀬佐和子（◎は委員長）、和氣純子 [以上会

場出席] 有田伸 [オンライン出席] 

議事録作成者： 阿部彩、有田伸 

議 題  

（１）役員の選出 

第26期社会学委員会の役員を以下のように選出した。 

 

委員長：白波瀬佐和子 

副委員長：和氣純子 

幹事：阿部彩 

幹事：有田伸 

 

（２）第 26 期分科会のあり方について 

総会および第一部部会における議論を受け、第26期の分科会のあり方について

検討し、引き続き見直しのための議論を行うこととした。 

 

（３）日本学術会議会則第 27 条第２項の取扱いについて 

以下のように定めた。 

「日本学術会議会則 27 条第２項に基づき、当委員会に設置される分科会の議

決は、当委員会の議決とする。ただし、当委員会の委員長が当委員会における議

決を必要と判断した場合はこの限りではない。」 

 

（４）第 189 回総会中に早期設置する分科会の承認について 

承認した。 

 

（５）議事要旨の提出に関する委員長一任について 

承認した。 

 

（６）委員会委員間のメールアドレス共有について 

承認した。 

 

（７）連携会員説明会について 

連携会員説明会における連絡事項とその準備作業について検討した。 

 

（８）その他 

社会学系コンソーシアムと共同で、公開シンポジウム「なぜ、社会的孤立は問題

なのか？」を令和６年３月９日に開催することを承認した。 

（以上） 


